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1. はじめに 

久留米工業高等専門学校 材料システム工学科では、 

“No Material, No Life！ 材料のチカラでテクノロジーの未来を支える。”をスローガンに、もの 

づくりの基礎となる工業材料の開発・設計・製造から利用、その後の寿命による破壊、リサイクルま 

での材料に関する一連の専門知識を身につけ、社会の発展に貢献できる技術者を育成することを目的

としている。そこで、材料システム工学科の学生実験における機器分析への取り組みを紹介する。 

 

2. 久留米工業高等専門学校 材料システム工学科の学生実験について 

①材料システム実験 1（2 年生） 

主に一般化学の実験である。ガラス機器を使

用した滴定や電気炉を使用した、熱重量測定な

どの材料機器分析を行っている。 

②材料システム実験 2（3 年生） 

主に金属系の実験である。硬さ・引張・圧延・

熱処理・研磨等の実験を行い、金属材料の特性

や組織観察を行っている。 

③材料システム実験 3（4 年生） 

物理化学・電気化学の実験である。物質の構

造・性質・反応等を調べ、金属材料の腐食や熱

分析等の実験を行っている。 

④材料システム実験 4（4 年生） 

熱処理・物性・セラミックスの実験である。金属材料の熱分析や熱伝導を評価するための物性評価実

験、セラミックスの製造プロセスを行っている。 

⑤材料システム実験 5（5 年生） 

JIS 規格に基づいた評価実験である。アルミニウムの溶解鋳造・SEM 観察・ステンレス鋼の鋭敏化・計

装化シャルピー衝撃試験・超音波探傷等の実践的な実験を行っている。 

 

3. 最後に 

学生実験を行うにあたり、様々な悩みや問題を解決している大学・高専等も多いと考える。広い地 

域から技術職員が集まるこの機会に,学生実験の情報交換をお願いしたい。また来年度から、学生実験

に TEM を取り入れる予定であり、学生実験に TEM を取り入れている大学・高専等の情報共有をお願い

したい。 
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